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【計画の目標】

指標：市民アンケートによる「緑に対する満足度」
現状 40ポイント → 将来 上昇させる

緑を通じてまちの満足度を高める

「人が育ち、互いに支えあうまち」の緑「人が育ち、互いに支えあうまち」の緑
【緑の将来像】総合計画の「ありたいまち」の緑

「地域の資源を活かし、活力が生まれるまち」の緑「地域の資源を活かし、活力が生まれるまち」の緑

「健康、安全・安心を実感できるまち」の緑「健康、安全・安心を実感できるまち」の緑

「次の世代に、よりよい明日をつないでいくまち」の緑「次の世代に、よりよい明日をつないでいくまち」の緑

【キャッチフレーズ】
水とみどり そして 人が輝くまち あまがさき

【基本方針】

多様な主体が関わり、みんなで
緑のまちづくりを進めましょう

暮らしや様々な活動、
まちづくりに緑を活かしましょう

まちの緑を守り育て、
次世代へ引き継ぎましょう

工夫して新たな
緑づくりを進めましょう

緑のネットワーク (緑の拠点 緑の軸 身近な緑)

公園づくりの考え方
・H25.4時点4.3m2/人 ⇒ 目標5m2/人
・配置基準 街区・近隣公園の誘致距離：250m

大規模公園の誘致距離：2km

《１ʷ１》緑に関わる機会を増やします
《１ʷ２》多様な主体の育成・連携を進めます
《２ʷ１》様々な活動の場として緑を活用します
《２ʷ２》まちの魅力となる緑の情報を発信します
《３ʷ１》緑で豊かなまちの環境や文化を育みます
《３ʷ２》緑でまちの安心や安全を高めます

《４ʷ１》人の目をひきつける緑づくりを進めます
《４ʷ２》身近な緑づくりを進めます

【基本方針に沿った取り組み】

【地域らしい緑のまちづくり】
阪急沿線、JR・阪神沿線、臨海地域

現計画

・行政だけでなくみんなの計画に
(行政がしてくれる計画ではなく)

・参加したい、関わりたい計画に
(行動や意識も含んだ「みどり」)

・誰が読んでも分かりやすい計画に
(子どもから大人まで分かるように)

・みどりを身近で利用しやすい計画に

・公園から緑のまちづくりが進む計画に

・時代変化やニーズに合った計画に
（地域の実情に応じた公園の機能分担）

・新しいことに取組む計画に
（試行的に「まずはやってみよう」）

分科会等で頂いたご意見

尼崎版ＳＤＧｓ

①尼崎市総合計画で「ありたいまち」の実現に向け、
13の施策を展開

②尼崎市総合計画は、SDGsの目指す17の目標と
方向性が同じである

総合計画の推進を図ることでSDGsの達成を目指す

尼崎市総合計画

新計画のキーワード

・みんなで取り組む
・子どもも 大人も 誰もが 憩い楽しめる
・すぐにわかる

・公園・緑地でまちがつながる
・ひとがつながる

・みどりをもっと身近に もっと使いやすく
・みどりでまちをブランディング
・子ども目線 子育て目線

・スクラップ ＆ ビルド 優先順位
・脱炭素 デジタル化 災害意識 コロナ
・安全、安心、快適

新計画の骨格づくり
(仮称)次期緑の基本計画の骨格(フレーム)検討

１．構成

わかりやすい内容とするため
以下の３部構成とする(３つに分冊)

① 本編
② 資料編(背景、各種データ、回想録等)
③ 行動計画(取組みの内容とスケジュール)

２．計画名称

《候補》事務局案

①『尼崎市緑の基本計画』

②『 Amagasaki Green Plan 』

③『みどりの尼崎計画』 など

《サブタイトルの候補》事務局案

身近な計画だと感じてもらえるようにしたい

 サブタイトル＝基本理念

①『あなたと わたしの Green Plan』

②『わたしもしてる Ama Green Plan』

③『知ってる!! やってる？ AGP』

④『みんなでつなぐ あまがさきのみどり』

３．将来像と基本理念

現計画から引継ぐことは？追加することは？
・将来像
・ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ
・計画目標
・基本方針
・基本方針に沿った取組み

どう整合を図る？
・総合計画
・SDGs

・どうすれば、みんなで取組める？
・どうすれば、みどりの質が高まる？
・どうすれば、時代や市民ニーズに合う？
・10年後にどうありたい？
・これらをどう表現する？

NEXT

職員の
意見

ひとさき
まちさき

あまがさき
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《緑の質を高める》継続

将来像 《ありたい姿、ゴール》
基本理念《基本思想、目的》



（仮称）次期 緑の基本計画の骨子（たたき案）

みんなでつなぐ あまがさきのみどり

施策体系(案)

【考え方】
・ ３つの基本方針に沿って、”まち、ひと、未来”をキーワードとした個別施策を体系的に展開する。
・個別施策ごとに、各主体（市民・市民活動団体・事業者・行政）の役割を明記する。
・個別施策ごとに、取組み目標を定め、計画期間である１０年間の行動計画を別途定めて進行管理する。

【考え方】
・これまでの緑の基本計画を引き継ぎつつも、時代のニーズを踏まえた公園の利活用促進や

街路樹のあり方等に関する方向性を示す。
・個別施策（実際の取組み）との関係が明確であり、実行的でわかりやすい計画とする。

方針①みどりで まちをつなぐ
～住み続けたい魅力的なみどりのまちをつくる～

方針②みどりで ひとをつなぐ
～多様な分野・主体による連携と協働～

方針③みどりを 未来へつなぐ
～あまがさきらしいみどりを次世代へ～

現計画の４つの基本方針は
『個別施策の視点』として
次期計画へ引き継ぐ。

４つの視点を重ねて
個別施策を構成

個別施策の視点

関わる 活かす

つくる守り
育てる

・みどりを身近に感じ、みどりを最大限に利用することで、みどりの価値、そして、

まちの価値を高め、ずっと住み続けたい、まちのために活動したいと感じる。

・市民・市民活動団体・事業者・行政が一体となって、考え、行動し、これまで培ってきた

みどりを未来へ継承していく。

目指す将来像 (案) 《10年後のありたい姿、ゴール》

VISION

基本理念(案) 《”将来像”へ近づくための基本思想、目的》

基本方針(案) 《目的を達成するための方向性》

みどりの機能と効果SLOGAN

MISSION

各主体の役割分担ｲﾒｰｼﾞ

個別施策の例
精査中

R4.8.30 尼崎市都市計画審議会公園緑地分科会 第1回専門部会資料２

方針①

みどりで
まちをつなぐ

取組み

方針②

みどりで
ひとをつなぐ

取組み

方針③

みどりを
未来へつなぐ

取組み



精査中


